
　

平成２６年 ８月２０日発行 編集・発行／四日市市ボランティアセンター

高齢者施設などに出向き、音楽

療法の一環として、主に昭和の懐

かしいメロディを演奏しています。

★第３回四日市JAZZフェスティバルの運営スタッフ

（ステージの入れ替え作業のお手伝い、会場の見守り、安全確認など）
依頼団体：四日市JAZZフェスティバル実行委員会

日 時：平成２６年９月１３日（土）１１：００～２０：００

１４日（日）１０：００～２０：００ ※９：００現地集合

場 所：四日市市民公園 他１６会場

そのほか：昼食は依頼団体が準備します。スタッフTシャツ有り。

事前説明会 ９月７日（日）１４：００～ 四日市市文化会館 第１リハーサル室

締め切り：８月２９日（金）

★病院の外来受付や病棟内でのお手伝い
依頼団体：四日市羽津医療センター

日 時：月曜日～金曜日 ９：００～１６：００ で都合の良い日時

場 所：四日市羽津医療センター（羽津山町）

活動内容：外来受付で患者さんをお迎えして車いすを押したり、病棟内での簡単な作業、

花壇の水やりなどをお願いします。

そのほか：交通費は実費支給します。

締め切り：随時

高齢者施設での活動に参加しました。ギター、キーボードの音色と共に

ボーカルのきれいな歌声が施設内に響いていました。はじめはゆったりと耳

を傾けていた利用者さんも、曲が進むにつれて、体を揺らしたり手拍子をし

たり大きな声で一緒に歌ったりとだんだんと一体感が増してくるのを感じま

した。

この活動では、利用者さんに喜んでもらえるように、季節感を出したり、

年代に合わせたなじみのある曲を選曲するよう意識されています。また、利

用者さんの様子を見ながら進め方なども試行錯誤を重ねながら取り組んでい

るそうです。

メンバーさんからは、「一緒に楽しい時間を過ごしたいという気持ちが原

点です」「色んな所に行くと、施設それぞれに特徴や特色があって楽しいで

す」「2回目、3回目と声がかかり、笑顔で迎えてもらうとすごくうれしいで

す」とのお話を伺いました。

メンバーさんの利用者さんを笑顔にしたいという気持ちと次はもっと楽し

んでもらおうという向上心がこの活動のパワーの源になっているようですね。

№106

メンバーさんが大きな字で歌詞を書いて手作りされたものです。最初は

歌詞カードにして一人ひとりに配っていたそうですが、下を見て歌うのでな

く、みんなが前を見て歌えるようにと作成されたそうです。もっと楽しく！

というメンバーさんの気持ちが伝わってきますね♪



　　　　　

＊『ボランティアのたまご』に関する問い合わせ・申し込みは、ボランティアセンターまでお願いします。
＊『ボランティアのたまご』を掲示していただける場所や、置かせていただける場所を募集しています。

心当たりの場所がございましたらご紹介ください。

ボランティア活動をはじめてみたい人、ぜひボランティアセンターまでお問い合わせください！
四日市市ボランティアセンター 住所 〒５１０－００８５ 四日市市諏訪町２－２
ＴＥＬ ０５９－３５４－８１４４ ＦＡＸ ０５９－３５４－６４８６ E-mail   y-vc@m3.cty-net.ne.jp

「ボランティアってよくわからない」という人も参加OK！一緒に自分にあった活動を見つけていきましょう！
日程： ９月 ２日（火）10:00～11:30 １０月 ７日（火）10:00～11:30

９月１１日（木）19:00～20:30 １０月２３日（木）19:00～20:30
９月２０日（土）13:30～15:00 １０月２５日（土）13:30～15:00

いずれも会場は四日市市総合会館2階ボランティア活動室です。参加ご希望の方は事前にボランティアセンターまで

ご連絡ください。

★平成２７年度 社会福祉事業研究開発基金
（１）一般助成

助成内容：社会福祉に関する処遇技術の開発等、先駆的・開発的事業に対して助成を行う。

助成対象：社会福祉に関する民間の事業で、先駆的・開発的活動研究に従事する個人および団体で、原則として次の

条件を具備するもの。①具体的で応用可能な内容を有する企画であること。②公的補助もしくは他の民間機関

からの助成と重複しないこと。③備品購入費、設備・整備費のみに充当されるものでないこと。

助成金額：1件あたりの上限は４0万円。総額 500万円 15件程度への助成を予定。

（２）特別助成

助成内容：社会的課題となっており、対処が急務となっている事業を優先して助成を行う。

助成対象：日本国内において、対応が急務となっている下記社会的課題に関する民間の支援事業を対象とする。

①精神障害者及びダウン症者に関する支援事業 ②児童虐待防止に関する支援事業

③ホームレス問題に関する支援事業 ④更生保護の活動に関する支援事業 ⑤認知症に関する支援事業

助成金額：1件あたりの上限は70万円。総額 1,500万円 40～50件程度への助成を予定。

応募要件：①申込者は原則として国内に存在する社会福祉法人、NPO法人（特定非営利活動法人）、ボランティア団体、

一般（社団/財団）法人、公益（社団/財団）法等、公益活動を行っている団体で社会的信用を有すること。

②申請団体については、継続的な活動実績があること。③申請団体等の設立目的や活動が政治的、宗教的、

思想的に著しく偏っていないこと。④応募する事業が公的補助もしくは他の民間機関からの助成と重複しない

こと。

◆応募方法：公募期間内に申請団体より基金宛てに申込用紙・添付資料を郵送すること。

◆問合せ先：三井住友信託銀行株式会社 年金企画部業務チーム 気付（社福）社会福祉事業研究開発基金 助成申込係

〒100-8233 東京都千代田区丸の内1-4-1 Tel 03-6256-3581 Fax 03-6256-3816

◆締切り：9月30日（火）必着

※ただし、特別助成については原則として県社会福祉協議会の推薦を得ること。

なお、推薦の依頼にあたっては事前に県社会福祉協議会に問い合わせ、公募期間を鑑みた日程等の調整を行うこと。

★「傾聴による地域ささえ愛」講座
主 催：傾聴同好会

日 時 ①平成26年10月7日（火）、23日（木）、29日（水）本町プラザ 2階会議室

及 び ②平成26年11月5日（水）、15日（土）、19日（水）四日市市勤労者・市民交流センター 3階大会議室

会 場：③平成26年12月2日（火）、 9日（火）、17日（水）四日市地域総合会館あさけプラザ 第4・5会議室

いずれも13：00～15：30（質疑応答含む）

テーマ：1.「傾聴ボランティアとして」「こころを受け止める電話」

2.「精神保健行政の現状」「精神障がい者の家族として」

3.「今日から私も『こころのバリアフリー宣言』」

定 員：各会場 50名（先着順）

締め切り：①9月10日（水）②10月10日（金）③11月10日（月）

申込先：担当 和島弘治 電話/FAX 059-326-8634

名前(ﾌﾘｶﾞﾅ)、年齢、住所、電話番号、FAX(あれば)、希望会場名を記載の上、FAXにてお申し込みください。


